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　　　　　　　　　 緒　　論

　帝 王切開手術時 の 麻酔法 と し て の 脊撒麻痺法

（詳麻）は
， 児に 対す る安全性 t無痛効果 e 腹筋

の 弛緩 ・手扱 の簡易 ・
器具及 び 薬液 の 低廉簿 の 理

由 か ら容易に行 わ れ得 る秀 れ た 麻酔法で は ある．

し か し母 体に 対 して は必 ず しも安全 な麻酔法 とは

云 い 切れず，賛否 の論議は未だ そ の 跡 を絶た な い

が
， 大勢 は 脊麻 を可 とす る方向に向 つ て い る よ う

で あ っ て
， 脊麻 を帝切 に 用 い る 向 きが大学 ・病院

等 に お い て も次第に 数 を増 しっ V あ る。

　帝切時脊麻 の最大 の 欠点は 時 に脊麻 Shock な

い し Shock 死に 移行す る血旺 の 異常 卜降 で あつ

て ，こ れ を防 ぐため に 或 は脊麻藥量の制限使用 ，

或 は高Hlel液 の使用 ，將又 昇圧剤や補液 。術 中の

酸素吸入等種 咫 の 方法が行 われ て い る ．

　私 は
， 脊麻時 の 血圧 下降が主 と して 前根麻痺 に

よる麻痺域 の集血Lに起困する とこ ろか ら， Pheno
thiazine 系薬 物 を前投与 し て 開腦一

自律神経 系

を安定 させ，前根麻痺 に よ る並L管運動制ヨ経 へ の影

響 を遮断する事が最 も合理 的 な対策 で あ る と老 え

所謂 Cocktall　M1 を一般郵 断患者 の 脊麻 に ！l占用

して見る べ き効果 を得 たが ， こ れ を更に 帝切時 の

脊麻に も用 い て所期 の成果 をあげ る こ とが で きた

の で ， 鉉 に こ れ を報 告す る．

　 なお Cocktail　 Ml 等 の遮断剤 の 前投与 を一般

に は 「強化麻酔」 と呼 ん で い るが ，強化麻酔 とは

主麻酔の 神経麻輝を強化 して 主麻醂薬量の 節減 を

図 る こ とが主 目 的で あつ て ， 主 と し て 全 身麻酔法

に 用 い る べ き方法で ある．脊麻時の Cocktail　Mz

の 主任 務は 麻痺作用の 増強で は な くて 自律神経系

の 遮断一安定で あ り， 血 圧 匡十1線 上か ら は低．rl幻土：麻

酔に 近い が ，降圧剤等を使用 し て 積極的 に 低1肛旺

を図る場合等 とも紛 らわ しい の で ， 「遮断麻酔法」

とい う名称 を用 い た ．

　　　　　　　　　 観察方 法

　 1）　観察 の対象　昭和 32年 4 月 よ り昭 和 35年 3月 まで

の 3 力 年問に濱松赤十字病院塵婦人科 に お い て 脊麻 に よ

り帝切 を 行っ た妊娠末期 の K’24名を対象 とし，こ れを遮

断痲醉 の 方式 に よっ て 次 の 3 群 に 大別 して 観察 した．即

ち

　 a） 全量群 （3 名）　全量法 に よつ て遮断痲醉 を行 っ

た もの ．

　b）　分害噛君羊　（13名）　　分 害嚇去に よつ て 3蟻断癌醉をf矛つ

た も の ．

　 c） 対照群 （8 名）　 全 く遮断旒 醇 を行 わ な か っ た も

の．

　2） 痲酵及び手 術　前投藥 に は所謂 Cocktail　 M 、を

用 い て 遮断痲醉 を行っ た。Cocktail　M
、 の 組成はLabo −

rit の 原処方 に從っ て 塩酸 Pethidine ：塩酸 Prometh・

azine ：塩酸 Chlorpromazine の 比 を 2 ： 1 ： ユ と し

た ．実施に当っ て は市販 Opistan 　 5伽 g （1　ec） 2管 と

市販 Cocktelin　H 　
cc
吉富 ” 50mg（5　ec） 1管 と を混合

レて 全量 7ccと した もの を基準量 と レ，こ れ を全量 1同

に ， 反 は数囘に 分割 して筋注 した．即 ち，

　 a ） 全量法　脊痲実施の 約 2 時 間前 に 全量
’r　cc を 1同

に筋注 す る。

　 b） 分 割法　体重 10kg当 り LO 〜 工．5ccの 割舎で使用

量 を定め ， こ れを脊麻実施の 4 〜5時 閤前 か ら40分 間 隔
．
ご 1cc 宛筋注 す る．

　 主嘛醉 1｝こ は全例 に低比重 0．5％塩酸Dlbucain 液 O．8
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］［636−− 112 脊髄麻痺 法 下 帝王 切開 手 術 に 対す る 所 謂 Cocktail　 M1 の 応 用 日産 嬬 志12卷 10号

〜 工漁 C を使用 して低位合罧 を行 つ た。

　手術 は 毛例 腹 式腹膜内殊昂帝王 切開術 を行 っ た、

　 3）　観察 の 方 法

　 a） 血 圧 の 測定　術前値 の 測定 は 子
【
瞬 ）前 Ll又 け

』
旨臼

早朝に 行い ， 30分以上 靜臥 さ せ た 後 に 測定 した ，遮断晩

酔開始後 は ］0〜20分毎 蓐こ 脊鷺後手 術終了 ま で は 5分 毎

に 遥 P伽躑 い概ね 2G〜60分海に衛前値 に復す る まで 測定

した ．ま 〆」 弛期圧値 に は Etchlnger ・Swann の 第 5孵

診点 を用 い た が，寡 5点 ガ
．
異 常 に 下 降 して 第 繧期 （鈍音

持 ザ 期 ） ガ 著 し く大 とな っ た 時 に は第 4
．『
診点 を も っ て

弛期圧値 と した ．

　 な お 血 圧変動経過 の 紅 察 に 際 し，言戯 を簡潔 に す るた

め に 次の 略語を使用 し 1／こ．

　初圧 ：血 圧 の 術前値 で s 概 ね 基 礎血 圧値 に 相当す る。

　遮断圧 ：遮断痲醉開始後脊廊実、施 ま での 間 で縮期圧 が

最 も下 降 した 時 の 血 圧 値．

　澄断差 ： 〔初圧 の 縮期圧値〕
一

〔遮断圧の ，ttl［期騒 1刃

遮断開始後逆に 」血圧 が 上 昇 し，脊 嘛 実施 tt
’
で に 終 に 初 圧

以
一
トと な らな かっ ，L一場合 （症例 325） ｝こ 1ぱ，遮断差 0 ・

L断時間 （後述）　0 と した．

　術低 （高）縮 （弛 ）圧 ：術中最低 （両 ） の 縮 （弛）期

．［値

　初低 （高）差 ： 〔初圧 の 縮期圧値〕
一

〔術低 （高）縮

「 値〕

　遮低 （高）差 ： 〔遮 断 圧 の 藺凵朗圧値 〕一 ⊂
『
ナ低 （高）

瓶圧値〕

　脊低 （高）差 ： 〔脊麻時圧の 縮則圧値 〕− L1侍低 （高）

rmi
．
9値〕

　．．L記 の 3者 は，術巾値 が 基準値 よ りも低 い と きは．1E 数

で
｝．

る が ， 基 言掌値 よ り重 高い と き に 1よ負数 と な る．こ れ

は，通常術中値が ト降 した と きに， 卜降傴 〜ヒ負数 ご表現

し て い る の と逆
一
ごあ る。

　術勁幡 ： 〔術高縮圧値 〕
一

〔請低紘圧値〕

　 （縮期圧 の 伽中変功 の 幅 ）

　前脊間隔 ： 前投藥 （辿断 rll醉）尉始 か ら脊孵1し 庄 入 ま

で の 陦間 （分 ）．

　皷耐「時朋 ： 遮断開始 ψ・ ％ L 听 圧値 に 達す る ま で の liむ問

（分 ）．

　脊低 （高）間隔 ：育縢 素 注 入 後術低 （襾） 編圧値 二達

す る ま で の 時間 （分 ）。

　徳低 （高）縮圧値 は ， 脊胱後縮期圧 が．E昇Cl“降）す る

場合 に は 上昇 （下降） の 傾斜 が 下降 （上 昇） の 傾斜、二移

つ て か ら以 後 の 値に お い て ，夊，脊嘛後 ド降 （上昇）す

るゴ。合に は L の 下 降 （上 昇） の 傾斜 を も合 め た値の う ち

で最低 （高）値を 示 した もの と した 。

　復圧時湖 ： 手術終了 （皮膚縫合尤了） の 時か ．縮 靱圧

値が 初圧f直．一辻 す る ま での 時間 （分 ）．

　血 圧係数 ：血 圧商儀の 度 書 了すの に 山本 の 血LE指数を

用 い た ．艮「rち
　 〔弛期圧 〕 × 3 十 （） 圧〕

　　　　 滿年令 十 90

　 の f直を小数点 2 位 まで求め る。 こ の 値 は 促 渚 て よ

2．00〜2。49 の 間 L あ b，そ れ 以 上 を高血 圧 ，そ れ 以 下 を

低tilt圧 と しs そ れ ぞ れ 病症度に よっ て第 4度悪性高血圧

（3．00以 上 ），第 3度 】

「
洫 圧 （2謹 5〜2。99），第 2 度境界

域 高 血 圧 （2 ．50〜2。7’1），第 2 皮 境 界域 低．血圧 （L 窃 〜

1．99），　第 3 度低血圧 　（le50〜ユ■74）　及 ごメ第 4 度悪性低

ユ血圧 （1。49以 下）に 分類す る。

　 b） 末梢1オ1白血 球縁 の 洗察　症例 326，　 327及 び 331

の 3例 に っ い て ，遮断前，脊旒直前，．f術終 了時，丁 術

後第 1 日 （翌 日 ），第 2 日，第 3Er ，第 5 日及 び第 7 日 の．

8囘 に 亙つ て 耳朱隈揃Lを行 い ， 末梢血の 貞血球総数及び

白血球像の 憂動症追求 した．

　 c ） Cocktail　M 、 の 入 胎 、」

に 及 ぼ す 彡響 　3 例 の 妊 娠

中期中絶患者 に Cocktall　 ML を前投興 （全量法） し，

3〜 4 時間後に 人工虹娠中絶術を行い ， 娩出胎兒 の 主要

臓畜 、一っ い て Cocktail　 M
⊥ の 寿レ1r、を病壌 紐織学的 に 掀

討 し惹．

　　　　　　　　　　觀察成績

　 1） J［，圧 ｛多勤 の
…般的 経 過 C   cktail 　M ， に よ る違断

痲醉を開始す る と， 縮期圧は遮断開始直後に僅 か に上 SI・

し．っ い で10〜40分後 か ら下降 し始 め ， 金量法では10〜

60分 平均 57分 で，N 分 割法で は 20〜 260分平均 87分 で 遮

断圧 に達 す る．遽断謝 ド 令量法 で は 2 〜14，平均29iigfi

I軌 分割法で に：2 〜斐 ，平均 2111皿 ITgで ， 遮断率 （初圧 1こ

対 す る 遮新差の 比 の 「
尸1分 率）は 全量 法 では 平均 22％，分

制法で じこ平均16％ で あ る。

　そ の 後 は稍 く 一ヒ昇 して 路 ζ 安定 した 値 を保 っ が，中に

は 遮断開始後縮期圧 の 下降をみ な い 場合や，逆 に 上昇す

ろ 湯合もあ り， 從 っ て 計1樹己時圧 は 初圧 よ E）も通 1旨稍 ぐ低

い が，却つ て 両 い J 占 （6例） が あ る．

　肩 旒後 は，多 く（・d
一
ド降して 10−−20分 で術中最 低値 とな

丿 ， 以後は 殆ん ど変動を示 さ な い 。巾に は 脊旒後却つ て

」二昇づ
1’
る もの もあ る。

　丁 衡働 よ次第 L二上 昇 し，全量法で は平均 283分 ， 分割 1

法 で け：平均 ユ98分
一
ご初丿土 1旦 ‘こ 灰復 ナ る．

　脈圧 は遮断圧に お い て 初圧 よ り も小 ざ くな るが 脊痲 財

に は 概ね 初圧 と略 C 同値とな る。脊 痲後は脈圧 の 亥動は
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最大値は

圧よりも稍it 大と な る が最小 値は 最 大 値 の約21
ﾅ ある ． 　2） 血 圧 変動 臓の 檢 討 　各症例 の 測定値

， そ れぞ れ の各群 別 の平 均値及び標準 偏 差 と を 示す

第 1 表の通 り で あ る． 　縮期 圧値 の 変動 に お い

最 亀問題 と なるのは 術 中 に 縮 期 圧が 如 何程 下 降 す る

と い う 事，即ち 初 低 差が 幾 らあ るかと い う 事で ある
， 基 準とな る 初圧 値 に おい て 遮断 群 と 対照群とに 差

が あ
っ

て は 比 較 で きない ， そ こ で ま ず 初 圧 値 の 平均

にっ い て 推 計学

に比

を行っ
処，

全量

と分割

とは勿

，遮

群と対

群との

に も

その平
値にお

ては5
の危險率 で母分散及び母平
が同一であるという

説を否定できず

有意の差
認め

られな

つた

C
5
2

5632Si18

れ ひ…2

I 821 ，哮230 ・255
タ 197 ．6

s 、 3 　 　　 M4 ． 326 ．3553f4 ，6
5 ． 26f85 門 20 職 傷

i 嬲 雛 嬲 【
　 S5 ， ’

i 　 1 ’ 　 74
9 − ＿ ． ． 墨 麺 ！ 　そこ で基準となる 初圧 値が
周一・ 母集 団 か らの任蒄 ’ 標 本であると い

う
前 提 の

とに ，術低縮 、E と 初低 差と に ．っ い て 同 様の比 較

行 っ た処 ，全量 祥 と分割 群 との聞 で は 5 ％ の 危 險率

母分 散・母平均 と もに同〜で あ るとの 仮 説 を否 定で
な かつ

が， 遮 断
群
と
対
照群との聞 で は， 雨 者 と も 分 散 には 膚 意

はない が， 母平 均が同 一で あ る という儷説は5 ％ は

論 1 ％ の 危 險率におい て も否定さ れた ．即ち術中の

期 圧 の 下 降 は， 遮 断群にお いて 非 遮 断群 （対照 群）

りも明
ら
かに 軽 度 で あ る と いう 事が出 来 る ． 　 と ⊂ ろ’ （
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4
’「

「’jと もに 有意警 （錯險率 5 ％）｝；憶 か っ た，そ こ で遮

低差iに っ い て 棯 討 した 処，全量群と分割群 との 間で は分

黻．平均とも こ右意差はな くs 且 っ 嘱 帯とも 5 ％ の 危 險

率 ：こ お い て 術低縮圧値 と遲断細圧値 とは等しい （遮低芝

）母平均 m ＝ 0 ） とい う假説を否定す る こ とは で きな か

v
）　．・　L”

　縮期圧の 駕中変動 つ1巨 ， 即ち術動】1茜は な る べ く小 さ い

方 が 術中安定 して い る わ けで望 ま しい s 全量群と分 割群

と の 問 ごは分散，平均 と も に有意差（他險率 5％）はな い

が，漣断群と対踝群 との 間に は 分散，平 均 と もに 有意差

（危瞼率 5％） が認め られ ， 母集団 分 布 の正規山線に お

い て 遮断群 の 万が 尖皮 が 尚 く且っ 母平均が小であっ た。

　授圧 は涎断麻醉 の 有無 に か 丶 わ らづ 黄中 か な り減少す

る 誤 ， 術中最小脈圧値，＿お い て は 全量拝 と分 諏 1と ， 及

び齢 群 と対照羅 の 間 1こ ， 5％碗 險率
』
紛 散 平均

ご o に 有意t，　
Tapt

忍め られ な か っ た ・

　主 な測 定値 の 各群別 の 母 丁一均 の 僑頼限界及び禀ムド限界

．』 ，同 期門内 の
一般手颯患 者 12G例の ぞ ：τ ⊃ と対比 させ

王

’
ヤ
了

力
1
」

断

録
i
］，

日 L 婦 誌 12卷 三〇号

る と，第 2裁 の 通 りて あ る．こ の う ち帝王切開例の
’』

肝

磁 ．．お け る脊低差及び術吻 ll
’
に っ い て は 症例 32Tの 値 ま

Th 。 mp ，。n の 棄却綻 法 に より 0．1 ％ の危險輒 ・脚

o れ ， 昇圧剤使用の た め に 生 じた飛び離れた値と見 魅

れ る の で ， こ れ を除い た 残 り15例に っ い て 計 算 した ．k
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一
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ぞ れ
一3  ．2及 び

一
乳 5と以 っ た が ， 南動掘 ガ 負数とい う

こ と｝。」惹 味 び な い の で ， こ れ ら は O と記転した ・
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意水準 1％ で相関 攻 係 が 見られ た．こ れ らの こ とか ら，

非遮断例 （対照群）で は 初圧 が 高 い ほ ど術　の 血 圧 下降

の 度 が 大 きい が術中最低値は初圧と余 り関係な く或 る値

に まで 下 る の に 対 して ，遮 断例で は 初圧 が 高い ぽ ど術中

第 4 図 　 初 圧 と 遮 断 圧
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80　　 iOO　　120 術中最憾 縮圧

の 最低縮期圧 が 高 い が，そ の 下降 の 度は 必 ず しも初圧 に

は比例 しな い とい うこ とが で き る。しか し初圧の 血圧指

数と術低縮圧 との欄 墨 セ 係 か ら，非遮断例 に お い て もそ

の 術低縮圧は や は り各個人 本 来 の 血 灰値に は比 例す る の

で あ っ て ， 嘉実初圧の 血 圧指数 （X ） と術低縮圧 （評湖

値量） との 標本囘帰直線を求め る と，

　遮圏〒君羊：Y ＝ ＝ 38◎8X 十4。G9

　対照群 ：Y ＝ 38．SX − 14．69

　とな り， 標本囘帰係数 が 兩者相等 しい こ と か ら も着 肯

され よ う．な お 全量法 。分割法及び対照 の 3群閥に お け

る 初圧 の 血圧指数 と衛低縮圧値 とに っ い て 柑関分析を行

っ た と こ ろ，血 圧指数 は 各欝間 の 母 平均 に 有意 の 差 ぽ な

い が 術低縮 田 では有意 の差があり， 舎猟 の 衡低縮圧 は初

指数が 同 じと考えて もな お 異っ て お ID
， 初籀数 と術低縮

圧 との 闇 に は網関々 係 が あ り， 各 群 の 初旛 数 の 平均 と術

低縮圧 の 平均 との 間に は一
定 の 傾向が認め られ るが，各

群 の 平均 は共通 の 母 囘帰直線とは 異っ た傾向 を もっ こ と

とな る．そ して 餐群共通 の 母囘帰直線の 猴 定値 ぽ

　9＝ 36．5X 十 1．17

　 で あ り，各群 の 円Z均値 の 囘帰直系髪畏は

　 Y ＝ 　1／0。2X − 　174。8　3

　 と な る．

　 3）　症 例 の 強討
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欝 4 一／16 脊＿L 嗣 卓法 下 帝 王 切 』h 手 術 に 対 す る 所 謂 Cocktail　M
，

の 応 1ヨ 日 L丘婦 誌 12卷 10 凡

　症イ歹“　303　（第 61f・rD 　及ヒニノt症fijg　325　（第 τ匡
「1
）

　珂
一

患者の 反復苓切例で ， 症例 325が 先であ 都 打れ

も 初 圧，伽低縮圧及 び ．1り動亅」田 と St．略 ・1 同 じ値生示 して い

る。症例 325では脊罧後 の血圧下降　 yi しい よ うに み え

る ル ， こ れ ｝よ遮断差 ガ 小 さ い た め ぐあ る。

症例 328 （第 8 同）及 び症例 353 （第 9 回）

　や 1は り同
一
患者の 反役 1俘切纏 で ， 症例 353 光 で あ

る　国　　遮圏f尸ア醉 を用  　、な し、ナ　
「

合『）血圧 の 　』　し目，”，YJ｛　　　　」，　　
、
じ二

听 蔵醉 の 慮用 1ビ．一よつ て見事し 麦全化 昼 、レ、：。

　　　　　　 　 第 6 凶 　症 傷 303
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伯 ごあ っ こ，決 し て 異宿下降噛 。1な く， む し ろ刧待 dt し
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　症例 327 （　A
’
「IO「可）

　i？断 に麟 を行 つ た 馬合 に e 脊断
膕r侵 つ昇圧剤の使

甲

よ

却 っ て 頚匪圧 の 書 しい 動鉦 貿口 人
ヤ

る。本例 こ 勃 い て 、」、脊

比 べ て ｝r 成の 時期 ．凱 〜 2 口 ずれ て い る が ， 大勢 に は 変

E’）　，J．ミな い 。白 血 球総数 ぽ
一

般 手 耐で諏 廴晒後
一

旦減少

し， 丁屏夊

』
明 L 増加 した 後次第＿減少 して 5 〜 7 口 で術

前値‘＿iL腹 す 7 ゴ，帝 切例 で は 邀断後 も減冫 ナ る こ とな

くむ し ろ 多少増 加 し， 術後 の 増加の 上 極 レ
’‘
術後第 1 口 に

あ り以後の減少 緩徐で 7 ロで は まft　r，・腑 rf値 に 迄 ul復 し

な い ．また 良1頗 矮くの 変動 は一
敵子術 、と同 じ く玉 と レて

好中球 つ 父 動 に 出来 レ， 桿該球 ， 分核球 と も そ の増減 転

山 血球総数 の 増減 と略・如 飢を一
に して い た 。

　 5） Cocktail　 M ，の 人 』兄 に 及ぼ す
．彡響一・喬児主 更臓

器の 炳理 組 達 的所見

　月干に 〔．F強逡夕卜弐豈瞬桑 七，　耳卑に は　Hemosiderine 　沈着
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　 亀認 め ， ま た肺胞は 開い て い た ．腎及び副腎 に ：劃 寺記す

　 べ き変化 は み られ な か つ た。

　　 な お 自蝋 を用 い て の 実驗 で は，pro　k92 。Occの 使
「

目で

　 は じめ て 投與 2 〜 3時間後に 肺及 鵬 ．鬱血 が 認め られ

　 た ．

　　　　　　　　　　総括 及び考按

　　 吝切愚者に 遐断財醉を行 う と．血 圧 ぽ 下降 し ， っ い で

　稍 ぐ 上 昇 して ほ 玄安定した値を保っ ．こ れ は遮断剤 が ま

’
　ず交感祚経系の 遮断 を来 た し，っ い で 副交感 1「…将

又
系 を｝亡

　 断 して ， こ 丶 に 自律紳経系の 遮断が完成ナ るた の で あ る

　 が ， 遽断剤 に よ る遮断 の 程度ILは個入 P　 h：あり， 從っ て

　並1圧曲線も必 ず し も 同 じで は な い e こ の 遮断期間中の 取

　低値 は 生理 的血 圧下降の 口標点 とな るの で あっ て ， 術中

　 こ の 値即ち遮断圧を維持す る よ うに す る の が最も汝 疋 し

　た 血 圧 状 態 を得 る こ と 丶 な る ．亨 実 遮断群 に お い て ノ蟻断

　圧と術低縮圧との 関係をみ る に ， 標本 の 示す値 は術低縮

　圧 の 方 が低 くは な っ て い るが，な お そ の 間 乙 比例関係，3

　 あ り， しか も遍 低差 の 母平均 に お い て m ＝ O の 綴説 £ ム

　定 さ れ ず ， 術低縮圧 は母平均に ミ3 い て は｝魅断圧と 亨しい

　事 が推考 さ れ f ’し か もこ の 迹断圧及び術低縮厂F値は何

　れ も初圧 の 縮期圧及 び 血 圧指数に比例 し， 各個入の 本来

　の rff吐 に從っ た 下降 ごあ る こ とが 知 られ る、

　　 こ れに 対 して 対距群の 血 圧 曲線の 変動 は大 き く， 初圧

　の 大 きい 程術中下隆 の 度が大き く，術低ki，圧 は ほ 玄一様

　に か な り低い 値 を とっ て い る．しか し こ れ も血 圧指数 と

　 の 柑関 に お い て は ， や は り各個人本来 の 血 圧値 こ比 鯛 し

　て い るの であ るが ， そ の 囘帰直線は遮断聯の そ れ よ り も

　左 方に 偏 し ， 明 らかに 降圧の 度 が 大 きい こ と が 示 さ れ

　 た ．

　　迂断痲醉仁 よ り術中血圧 が 安定す る こ とは，術動1躡が

　小 さ い 事か e も知 られ る．術中の ［丘旺 の 動揺 は，一
般 下

　徳患者 と比 べ て 殊 に帝切患都 一面 血圧者が 多い tr−　E か ら

　も舒 ま し くな い が，対照殍の 術動幅はTユ。5m畆 
・
で，一般

　手術の 対照群値44．2m皿Fgの 2 倍に 近 い ．こ れ に 嫁昇圧剤

　使用の 影響も勿論あろうが ， 妊娠末期に お け る 自存 紳経

　系 の 不 安定 が よ り大 粒 源 因である と考え られ る．とこ

　ろ が遮断群 の そ れ は 21。9mmHgで一
舷 ヂ 循，患者 の 21。4  H望

　と略 ぐ 等し く， 標準偏差も明 ら か に 小 さい ，即 ち迸断痲

　醉の應用 は妊娠末期の 不安定な自律祠「経系をも安定させ

　て ，

一
般手術患者と伺様の 平衡状態に 在らせ る の で あ つ

　て ，C ン に お い て こ そ ，始 め て汝令 な 脊痲帝切が 可能 と

　い え
’t

の であ る，な お 遮断群 に お い て も，初低差 、 鴻 低

　差 は一般手衝 よ り も帯 切 の 方 が大 きい が ，帝切患者で は

初圧，從 っ て ノ嬉断圧 そ の もの が高 い こ とを， 衡低縮圧 が

初圧及び 遮断圧 と L 例す る とい う こ と ts 共 に 愬 起す れ

ば，も し ろ当然 の ご とで ある．

　 と こ ろ で帝切へ の 這断膵醇 の 應用 に っ い て 」Pt も非難 さ

れ るの は，術申屈1圧 の 下降が よ り→ i大 きい とい う事 と，

兇　対す る影 輝とて らる．tit．L圧 の 下降 は Cocktail　M1 ろ

構成す る各蒹物 の うち ， 殊 に Chlorpromazine が ヨ重い

ズ感紳経近断作用 を 有 す る こ と か ら当然の Y“1結で は

る が ，
Cocktail　M ， に よ る1血圧 下降は．そ れ ヵ 111しξ感沖

終桑をも遮断して 自律神経の平衡を 膏らす とこ ろから生

狙 的 な もの でゐ り，こ の 意味 ごL お い て はそ れ が実の 基礎

血 圧値で あ る とい っ て も過言で ぱ な い ．た S
’
e二うした 元

全な遮断平衡に至 る の に は 概 ね投與後 2陦間を 要 し，こ

れ i，kそ の体温下降曲線に 触 い て も同様 の 傾 r
”
」が 認め られ

て い る 。と こ ろ が
一

般 に Cocktail　M
［ を 用 い て 血 圧 の 下

降が よ り
一

層大 きか っ た とい う報告をみ る と ，
Cecktail

M 、 投興開始か ら打竃 裟 での 時間 が僅 か30〜60分 し か ）s

く，甚 しい も の は 30分以下で さ えあ る．こ れ で rCocktail
M 、 に よる血 圧下降即 ち遍断圧 の 発現 と， 脊廟iに よ る前

根 ド、痒と が相乗して
H か げの 血 圧下降が 著明とな るの 1よ

当然で あ る．た く こ れ ら の 揚合に も，囘帰直線の 方 程式

か ら言下｛頁値 尸 脅算して み れ ば，実際の 術低，ilLE　1値 と大差

な い こ とが 知 られ よ う。

　Cock 亡ail 　M ，の 兒 へ の 影響に つ い て は ， 主 と して 塩

酸 Pethidine が胎兒 の 呼吸を抑制す る とし、い ， 　こ の．よ

味 か ら使用を非難す る 向 きが あ る．しか し実例に お い て

は 假死 の 数 は吸 入 嘛 醉 や 1  脈 賺 醉 に 比 べ て は る か に 少

く，そ の程度も 軽度であつ て 遡常 の 蘇生法 に よつ て 容易

に鮴生 させ ・TT．る程度で あ る。肺胞が闘い て い る事は妊娠

中嬬 の生 活力 の 未 だ 不充分な 胎還，に 対 して も，な お 呼吸

を抑 制 しな い こ と を証す る もの で あ り，勿論臓 器 の 変化

笠はみ られ な か っ た，

　また末梢白血球像の 追求か らは， 特 に 血 液像へ の 影 騷

は な く，一般手箭島 の 経過 に比 べ て の 変動の 時 明の ず れ

｝ま，む しろ 帝切子術 そ の もの X 影嬋で あ る と 考 え られ、

る ．

　な お 脊麻 に は 全例低比重 0。5％Jr酸 Dibucain 　液 を

使用 したが ， そ れ に よ る と思わ れ る偶発症 もな く， 生、璽

さ え適切 な らば 低比重液 の 使用 は 何等 の 吏陛 もな い ．極

言 す れ ぽ，遮断痲醉 の 應用 に よつ て，低比重液脊痲 1ミ 宝

く麦全に施行 し得る と い うこ とが で き よ う。

　　　　　　　　　　結　　論

　1） 脊麻 に よ る粥 切滋 者 16名 に C ◎cktail　M1 の

N 工工
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硲 就 一1］8 甘 Jl惣 ．法 了 “｝＿Vh．．手 倆 1’こ 刻 す る 所 。 19　 Cocktai1腰 、 の 1こ1，［1」 口 、王 日 需 1 卷 10．ゴ

）」 劑 1：晒乍を応用 し，虐 「
』
の ：＿動 をゴb 遮甌脊麻ぜ

『
刀

8 謡 の それ と比較 した L

　2） 遮陶、1、擢 の ル 用 は ，｛：中 の 血丁 を ム 疋 さ

せ ，彳、．．動帽は平均 2］，9儡 虹 で 対照 群 の 1／3以
．
下で あ

り， そ ジ
’
差は る 心 で あ つ た 。

　3）　「彫E「糧『 £ は 遮鑒i［藩 に おい て は ち 1人 び違

『
’．
1 究L 此 1

’
」し，刈 1三の 1

−
三い もの ほ と遮断 匡 も7

『
1く

：：：た m 氏粘 江 ユも崎 い ．対照 t！fで は ピ［艀r 陶「「 尹ま

必
’
v しも初厂に J

『
例せ ず，初f

’一
　 おい て 初」　 〔

こト副月々 嘆が み られ た ．

　4）　老∬正三の 直！ゴ三韮［数 と雪付低潔喬1丁ニイ［」と は r 、IAI とも

じ ．［晦 し，’ 奪回殫傍訣 も一（しい が，そ の 朽ノ
「
．
1

ジ
’
1
’
　Vtは 対超詳で は速嵐1詳の それ よ りも左 に 翫 し

玉 旨 こおい て約 19醜 眞 の 差 が ある．鄭 ち工し圧搾教

が
厂
：：；しい 岬今に は 廴田1麻「《の 応用 に よ つ て ，血 1「1

の 1倖 を平均 、9．　alMIIe
’
け少 くす る．そ 0）原ゴ Ill

II：1 の ブ狸づこは ， 初 1［．の 血圧 撰数 をX とお けば ，

　込 煽 群 ： 術低縮 圧 の 鞠 r汽 ； 38．8γ 十 4．09

　対 円ハ  討低絽 1三の 評 1面澄 ＝38、8X − ／4．69で

あ る ．

　 5）　Cocktail　M ］ の 自薫神乳 系安定効果の 亠 現

に は 投与ビ ヨ2 匪、同 を二け る の で ，脊麻は そ の 後

に 1了わ ない と，見か け の 血圧下降が大 となる．

　 6） 述断殉厂．を行つ た
’

丁合 に 1ま，脊麻後 の 肛匚
一
ド階 ：よ る縮明 圧 の J〒二任 1汽は ｛ね，＿臨斤巳 の 征 に 止

ま る ，即 ち ，［1中の 稲 蜘圧 の
一．
ド降冖厭 ζ 辻断 U の 花

に お き， こ の 値 を維時す る よ うに ダ め る べ きで あ

る、

　7） 脊麻 に低丸皇液 を使 用する こ と の 危險は な

い ．述 幽 麻 lt　t の 下で は 低 L 璽 液脊麻 を極 め て 安全

に行 う 二 とが て きる．

　 8）　Coelgtail　M1 の 児 へ の 影響 に は ギ充す べ

きもの は な い ．
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